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咽明金主酬を行ってし判.1理回入してし喝事開仰9・臨時で会員制4，161人宵
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I問い合わtt'向伶ーピスセシター{円持制00佐保台信町 !15 071-2444 聞71-9155)、
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[中学生の醐糊学習が問りましたI
小'"学校では平成14年度から学校週5日制の完全実施信どを盛り

込んだ新しい教育課程が実絡されることに伝っています。

その'"でも体般的だよ学習問題解決的な学習が重槻Jきれてい参すが

奈良市の3中学綬で俗それに先駆けで進路学習の 賓としで中学絞

の近限の郵便局や保育所会従軍軍倍信どの多くの事業所ボランティア

の傑穆省の皆川積に凶カをいただき谷がら各事業報で2匁金が3日個体

級学習を実施しました。

E柑…一…
「仕事は思いやる4じをもち助す合ったりチ ムワ クを大切に

することを磁場の方から学び去した。」

rr確実に仕事をこちすlと曾われ確実 ζできるよう こ仕事をし

ました。失敗とかしで迷惑を 杯ガ すてしまったけれどそんな

私を渇かく焚守つでくれでいた事業跨の人に愚秘しています。」

「どこへ配達に行つでもどこへ摘み込みに行っても だれとでも

笑顔で2きしていたところがすごいと恩いました。何年も仕事をし

でい歪とあんなふうな人と人とのつ'J:f}l)ができるのだと麓き感
心しました。」

「頭を下げてお金を1貫くことの厳しさに驚きました。この度の停

電波でお金の値釘ちを少しわかりました。」

「こじた停昼食を過しで毎日働いでいる正父さん s偲さ八巻大切に
してあげたいと忍めて屠札、ました。J

「私は車場体惨で 仕事のしんどさとかを学びました。だから、高

絞も安かるように頑張りたいです。j

「この3目聞の体電設は私の将来の夢につ'.げてく杓るものだった

と想う。J

「ごの体感で仕写の繋しさや大切さがわかりました。中途半縄な

気持ち?仕事にのぞんでまいけないことや本当に自分がやりた

い仕事を額にあ、で将来仕事を還んて可いきたいです。j

，;よ"-甥体麟学習を縫えた生徒の暦惣の aですが§事'健所や学級の
緬喝のもと電場で仕事を体酸したことでこれま?の敏震の<l'l::ljの学置で

怯得ちれf"L'.盛か忽鐙殿が生徒の心を威畏させていますe

家庭地質事各事鍵F析におかれましては疎場体級学習の軍旨をご理解L'1::1ゴき
実施されξ嫌にご績力をお鳳い闘しょげます@



7浄微・@ソテツ
三保温."に歯した冷敏@に.る
幡町組1即日

制"られて向山崎

4・酷 棚田ドj町田四
。ドカズラU フド今刊の・s・怜
のつ抽肝...叩畳花
賞巴の自主噌に"

制制臥酬吋相聞k協和V圃帥岡崎'，，，ます

亀刷 畏い判制?て嗣働.，化していU"f.J!;r匂叩酬鈎

"実働省険個体}としてJイ.，，~舗の開広粛働 (1'1 1開}俸になる二回

多〈締役の前叫何帽を売しれ曲川d削闘 なもの町観

...・に指定されて"ます.

金園自治宝くじの.友広楓..として(財)自治鎌倉セJ タ

己主塑E三巴竺聖竺里竺竺型空些'した.
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